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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

６
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
社
労
士

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

新
規
開
業
医
講
習
会
～
雇
用
編
～

日
時　

６
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

�

天
満
橋
・
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
４
・
５
号
室
（
京
阪

「
天
満
橋
」
東
出
口
、
地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
」

１
番
出
口
か
ら
）

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

80
人

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
電
話
応
対
」

北
河
内
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
合
同

日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　

定
員　

50
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※�

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
（
新
規
指
導
含
む
）
対
策
講
習
会

報
漏
え
い
や
地
域
医
療
の
崩

壊
は
、
根
は
同
じ
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン

化
も
、
す
べ
て
の
国
民
・
患

者
さ
ん
の
問
題
だ
と
思
う
。

日
経
新
聞
な
ど
は
、
立
場
が

完
全
に
国
や
企
業
の
側
で
、

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
「
義
務
化
撤
回
」
大
阪
訴

訟
も
第
二
次
提
訴
と
い
う
段

階
に
入
っ
た
。

　

私
は
こ
の
問
題
は
、「
効

率
化
」「
民
営
化
」
の
名
の

下
で
進
め
ら
れ
る
医
療
破
壊

方
に
弱
点
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
大
阪
城
の
南
に
真
田

丸
と
呼
ば
れ
る
砦
を
築
い

た
。
真
田
幸
村

（
信
繁
）が
偃
月
城

（
え
ん
げ
つ
じ
ょ

う
）
と
名
付
け
る

真
田
丸
は
大
阪
城

の
外
堀
の
南
に
あ

り
、
三
方
を
空
掘

り
で
囲
み
、
三
重

に
柵
を
め
ぐ
ら

し
、
矢
倉
な
ど
を

方
に
業
を
煮
や
し
た
徳
川
家

康
が
掘
ら
せ
た
と
す
る
説
が

正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
「
金
城
見
聞
録
」（
筆
者
不

詳
、
１
８
０
４
～
１
８
１
７

年
と
推
定
）
で
は
、
本
丸
か

ら
二
の
丸
玉
造
口
に
通
じ
る

秘
密
の
地
下
道
が
あ
っ
た
と

の
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い

の
高
野
山
に
配
流
の
身
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
妻
を
連
れ

て
い
た
た
め
に
九
度
山
に
移

さ
れ
蟄
居
生
活
を
送
っ
た
。

善
名
称
院
に
は
、
そ
の
屋
敷

が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
が
、
屋

敷
は
遍
照
寺
の
近
く
に
あ
っ

た
と
い
う
説
も
あ
る
。

様
入
り
の
鉄
格
子
が
あ
り
、

数
㍍
入
っ
た
と
こ
ろ
で
行
き

止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
横
に
は
信
州
上
田
の
真
田

家
菩
提
寺
で
あ
る
長
谷
寺
よ

り
取
り
寄
せ
た
石
を
台
座
と

る
。「
二
の
丸
南
面
石
垣
の

謎
の
抜
け
穴
」
は
二
の
丸
南

面
、
六
番
櫓
西
側
城
壁
の
上

か
ら
約
15
㍍
の
位
置
に
あ

る
。
約
１
㍍
角
の
穴
が
ポ
ッ

ク
リ
と
、
石
垣
の
石
が
１
個

抜
け
落
ち
た
よ
う
に
空
い
て

い
る
。

　

善
名
称
院
の
約
２
０
０
㍍

東
に
、
昔
か
ら
地
元
の
人
々

に
「
真
田
の
抜
け
穴
」
と
伝

わ
っ
て
い
る
穴
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
穴
か
ら
善
名
称
院

ま
で
を
真
田
氏
の
造
っ
た
抜

け
穴
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
１
９
５
３
年
に
行

わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
古
墳
時
代
後
期
（
４
世

紀
）
に
造
ら
れ
た
横
穴
式
石

室
を
持
つ
円
墳
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

い
つ
も
見
慣
れ
て
い
る
大

阪
城
だ
が
、
少
し
視
点
を
変

え
る
と
多
く
の
歴
史
ロ
マ
ン

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

東
京
に
比
べ
る
と
緑
が
少

な
い
と
い
わ
れ
る
大
阪
の
街

の
中
で
多
く
の
自
然
が
あ
る

大
阪
城
、
ふ
ら
っ
と
散
策
す

る
と
、
し
ば
し
の
癒
や
し
を

与
え
て
く
れ
る
。

�

（
新
聞
部
・
近
藤
正
）

歴
史
ロ
マ
ン
感
じ
る
抜
け
穴
伝
説

な
ぞ
多
い
大
阪
城
の
地
下
道

207

真
田
の
抜
け
穴

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
大
阪
城

の
謎
の
抜
け
穴
は
多
く
あ

る
。ま
た
、大
阪
を
は
じ
め
各

地
に「
真
田
の
抜
け
穴
」が
言

い
伝
え
ら
れ
残
さ
れ
て
い
る
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０

年
）、関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍

に
属
し
て
敗
れ
た
真
田
昌
幸

・
信
繁
、父
子
は
、女
人
禁
制

真田幸村像の横に抜け穴への入り口がある

し
て
真
田
幸
村
像
が
建
っ
て

い
る
。

　

三
光
神
社
の
境
内
は
、
真

田
丸
の
中
心
か
ら
数
百
㍍
離

れ
た
地
点
に
あ
た
り
、
実
際

に
は
真
田
丸
の
外
側
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
冬
の
陣

で
籠
城
を
決
め
込
ん
だ
大
坂

設
け
た
堅
固
な
砦
で
あ
っ

た
。

　

大
阪
城
か
ら
真
田
丸
へ
通

じ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る

「
真
田
の
抜
け
穴
」
が
真
田

山
の
三
光
神
社
に
残
さ
れ
て

い
る
。
入
り
口
は
鍵
の
か
か

っ
た
「
真
田
の
六
文
銭
」
文

の
攻
撃
と
同
じ
だ
と
思

う
。例
え
ば
、混
合
診
療

へ
の
誘
導
、
指
導
・
監

査
業
務
の
厚
生
局
へ
の

移
管
、
公
立
病
院
の
民

営
化
・
廃
止
な
ど
だ
。

と
い
う
調
査
結
果
は
無
視
で

き
な
い
。少
な
く
と
も
私
は
、

疾
病
治
療
や
予
防
の
主
人
公

は
医
者
で
は
な
く
、
患
者
さ

ん
自
身
で
あ
る
事
と
同
じ
よ

う
に
、
医
療
を
良
く
す
る
運

動
も
、
本
来
、
主
体
は
国
民

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
の
父
は
保
険
医
だ
っ
た

が
、
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
以
前

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護

し
、
管
理
し
て
い
た
と
思

う
。
し
か
し
、
レ
セ
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
よ
っ
て
患
者
情
報

の
保
護
と
い
う
最
も
基
本
的

な
事
柄
が
、
崩
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

政
府
は
、
患
者
デ
ー
タ
を

保
険
会
社
や
民
間
企
業
等
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

重
点
化
を
断
行
す
る
こ
と
が

課
題
」
と
し
、
06
年
１
月
に

政
府
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
に
よ

っ
て
「
医
療
事
務
経
費
の
削

減
、
医
療
費
の
適
正
化
」
が

う
た
わ
れ
た
。
特
に
、
小
泉

「
構
造
改
革
」
内
閣
の
医
療

費
抑
制
政
策
の
中
で
固
執
さ

れ
た
。

　

尼
崎
の
脱
線
事
故
、
派
遣

う
声
は
、
世
論
そ
の
も
の
に

直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。
義

務
化
撤
回
を
求
め
る
私
た
ち

の
運
動
は
、
今
や
患
者
さ
ん

や
国
民
の
声
と
と
も
に
あ

る
。
手
書
き
レ
セ
プ
ト
開
業

医
の
約
６
割
が
閉
院
検
討
、

に
、
規
制
さ
れ
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
保
険
診
療
の
制

度
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
３
年

ほ
ど
前
に
保
険
医
を
辞
退

し
、
実
質
廃
院
し
た
。
患
者

数
は
一
日
数
人
だ
っ
た
が
、

自
院
で
責
任
を
も
っ
て
患
者

い
う
。
情
報
漏
え
い
事
件
は

後
を
絶
た
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
で
膨
大
な
患
者
デ
ー
タ
が

流
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
十

分
に
あ
り
え
る
。
し
か
も
国

が
完
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

管
理
を
す
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、「
官
か
ら
民
へ
」
の

中
で
、
レ
セ
プ
ト
管
理
は
民

間
企
業
へ
委
託
さ
れ
る
と
い

「
民
営
化
」と
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン

野
瀬　

博
之（
東
住
吉
区
）

公
正
さ
を
著
し
く
欠
く
報
道

を
し
て
い
る
。
論
説
記
事
に

は
、「
電
子
化
を
強
い
れ
ば

閉
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、

と
い
う
声
が
…（
こ
れ
は
、）

世
論
の
共
感
を
得
よ
う
と
い

う
思
惑
も
見
え
隠
れ
…
」
と

い
う
く
だ
り
が
あ
っ
た
。

　

医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
中

で
、「
閉
院
は
困
る
」
と
い

談
話
室　

だ
ん
わ
室

小
泉
政
権
以
降
、
医
療
分
野

に
ま
で
手
が
伸
び
て
き
た

「
効
率
化
」「
民
営
化
」
の

動
き
は
、
約
20
年
前
の
国
鉄

分
割
民
営
化
以
来
、
繰
り
返

さ
れ
た
様
ざ
ま
な
切
り
捨
て

と
軌
を
一
に
す
る
。い
わ
ば
、

あ
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
尼
崎
脱

線
事
故
と
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン

ラ
イ
ン
以
降
想
像
さ
れ
る
情

う
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
話
が
ま

か
り
通
る
の
か
？　

２

０
０
５
年
５
月
に
日
本

経
団
連
は
「
根
本
的
に

公
的
医
療
の
効
率
化
、

　

大
阪
城
は
北
を
淀
川
（
天

満
川
）
西
を
難
波
港
、
東
を

深
田
と
い
っ
た
湿
地
帯
に
囲

ま
れ
、
自
然
の
堀
で
守
ら
れ

て
い
た
。
城
に
迫
る
に
は
南

方
の
天
王
寺
方
面
に
抜
け
る

丘
陵
地
帯
が
最
適
で
あ
っ

た
。

　

真
田
幸
村
（
信
繁
）
は
大

阪
冬
の
陣
で
、
大
阪
城
の
南

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う

協
会
行
事
の
中
止
・

延
期
の
お
知
ら
せ

日
時　

６
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
～
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
港
区
）
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮

橋
」
駅
か
ら
徒
歩
10
分　
　

定
員　

15
人

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

※
必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

日
時　

６
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時　

分
科
会

　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
30
分　

記
念
講
演

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

２
５
０
人

講
師　

清
野
裕
氏
（
関
西
電
力
病
院
院
長
）

　
　
　

高
柴
正
悟
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
歯
周
病
態
学
教
授
）

会
費　

会
員
１
０
０
０
円
、
Ｄ
Ｈ
・
助
手
５
０
０
円

「
真
の
医
科
歯
科
融
合
を
目
指
し
て
～
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
危
険
な
関
係
～
」

第
４
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

す
て
っ
ぷ
（
と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
）
セ
ミ
ナ
ー
室
１
（
阪
急
「
豊
中
」
駅
直
結
）

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ま
さ
か
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル
対
策―

こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
処
方
せ
ん―

」

北
大
阪
地
区
講
習
会

　

５
月
に
予
定
し
て
い
た
左
記
行
事
を
中
止
・
延
期
い

た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
中
止
】

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

「
堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
～
自
然
と
歴
史
ロ
マ
ン
を
求
め
る
～
」

　

日
時　

５
月
31
日
（
日
）
午
後
２
時

　

集
合　

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
百
舌
鳥
」
駅
前

【
延
期
】（
開
催
日
未
定
）

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

「
持
続
可
能
な
島
国
キ
ュ
ー
バ
か
ら
知
る
本
当
の
豊
か
さ
」

　

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

切
り
等
、
様
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で「
構
造
改
革
」の
ほ
こ
ろ
び

が
出
て
い
る
。「
効
率
化
」

「
民
営
化
」
に
よ
る
犯
罪
的

な
流
れ
の
中
に
、
レ
セ
オ
ン

ラ
イ
ン
義
務
化
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
も
の
は
、
全
面
的

に
葬
り
去
る
必
要
が
あ
る
。


